
上映時間についてのご案内

好評につき、今後、午前 10 時からと
午後 2 時からの 2 回上映になりました。

ご都合のよい時間にご来場下さい。

図書館のテーマ展示についてのご案内

展示期間は 2 週間を予定しておりますが、
展示用の図書がなくなり次第、

展示を終了させていただきます。
終了後は、予約システムをご利用下さい。
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vol.20 『ヘッドライト』 シネマ・ド・りぶらの

コラム・ド・シネマ

 『ヘッドライト』
フィルムデータ

原　題：Des Gens sans
　　　　　 　　Importanse 
製作年：1955 年
制作国：フランス
上映時間： 101 分  モノクロ

　　　監督 ： アンリ・ヴェルヌイユ
脚本 ：アドルフ・グリーン 、アンリ・ヴェルヌイユ
音楽 ： ジョセフ・コズマ
出演 ：ジャン・ギャバン、フランソワーズ・アルヌール 、
　　　ピエール・モンディ、ポール・フランクール

「人間への一番すばらしい贈り物は、感動である」
　これは、映画『ヘッドライト』の中で、大衆食堂
のウエイトレス「クロチルド」を演じたフランソワー
ズ・アルヌールが、自伝『映画が神話だった時代』
の序文で述べた言葉である。
　映画を観て感動すること、これが私にとって映画
を見る最大の目的であり、贈り物でもあります。そ
れは、感動を受けることによって自分の感受性の減
退を防ぎ、いつまでも若い感性を持ち続けることが
できると思うからです。今日もこの映画「ヘッドラ
イト」で、ジャン・ギャバンとアルヌールから感動
を受けたいと思います。
　この映画の見所は、深夜の国道を走る長距離トラッ
クの中で、ジャンとクロの顔がヘッドライトに照ら
される陰影と、バックに流れる主題曲のしのび泣く
ような美しい旋律が、二人の行く末を暗示している
ところです。
　また、自伝のエピローグでは、「人生のすばらしさ
とは、不幸な出来ごとに苦しんでも、喜びがまため
ぐってくることである」と結んでいます。　　au

ジャン・ギャバンの演技に魅せられて
　この映画は 1955 年（昭和 30 年）製作のフランス
映画で、ジャン・ギャバンの寡黙な演技と、フラン
ソワーズ・アルヌールのあふれる愛嬌と哀しげな演
技で忘れられない映画である。
　長距離トラックの運転手ジャン（ジャン・ギャバン）

どうにか、ならなかったの？！このふたり！
　素朴な庶民生活の描写を目指す小説に与えられる
ポピュリスト賞を獲得した、セルジュ・グルッサー
ルのベストセラー小説『しがない人々』を原作に、
アンリ・ヴェルヌイユ監督が 1955 年に製作したこの
作品は、フランス本国はもちろん、情緒的なストー
リーを好む日本の観客にも大きな共感を呼びました。
作家の藤本義一氏が『私を射抜いたヘッドライト』
と題して、人生を変えた名画だったと激賞していま
す ( 文芸春秋・2009 年季刊夏号 )。
　公開当時高校生だった私自身は、“タイプの映画で
はない” と観客にはなりませんでしたが、ラジオの
リクエストでしばらく上位を占めたこの映画のテー
マ曲は大好きで、口笛で随分練習した記憶がありま
す。今回、初めて図書館で借りて見ましたが、記憶
に残る一本になりそうです。
　映画の第一印象は、「どうにか、ならなかったの？！
このふたり！」。クロチルドがあまりに哀れで、なん
ともやるせない気持ちになりました。「どうにかなっ
てたら映画にならんでしょう。ならんかったからこ
そ、空しいんでしょう。切ないんでしょう。『味』が、
あるんでしょう‥‥」と、誰かが書いていました。
　気を取り直して、二度目に丁寧に見ると、少し視
点と印象が変わってきました。ストーリーとしては、
もちろんジャンとクロチルドの哀切極まりない恋が
中心に置かれてはいるのだけれど、同時に、それを
取り巻く状況が丹念に描かれていることに気が付き、
その中に救いをみつけることができました。
　ジャンの妻も子どもたちも、クロチルドの母親も
堕胎をすすめた女主人も、底にかすかな温かみと誠
実さを感じられるように、監督は周到に信号を送っ
ているような気がしてきました。運送業舞踏会の席
上で妻がジャンをダンスに誘う場面で、女優志望の
反抗的な娘が、家庭を捨ててクロと生きる決心を固
めたジャンを、謝りながら引き留めようとするシー
ンなど‥‥。
　この作品が製作された 1955 年頃は、既成の価値観
の転換を叫び、フランス映画の概念を塗り替えた新
しい表現 “ヌーヴェル・ヴァーグ（新しい波）” が登
場する、まさに前夜でした。新聞記者出身で、当時
35 歳の新進監督ヴェルヌイユは、当然そのことを強
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は、主要な街道から離れた田舎道にポッンと立つ寂
れたドライブ・イン風の居酒屋「ラ・キャラバン」へ。
乾いた風が土ぼこりを上げる道に一台の古ぼけたト
ラックが停まり、運転手のジャンが疲れきった表情
で降りてくる冒頭シーンが素晴しい。
　パリ～ボルドー間 1,500 ｋｍの長距離で思い出し
たのが、現在上映中の日本映画『あなたへ』であっ
た。これは、富山刑務所の指導技官（高倉健）が、
亡き妻（田中裕子）が手紙で遺した「故郷の海を訪
れ散骨して欲しい」という想いを遂げるために、長
崎県までの道中のエピソードである。その間の距離
が 1,200 ｋｍだが、移動手段は改造したキャンピン
グカーである。それに比べ『ヘッドライト』のトラッ
クは、ラジエターの故障を始め、気苦労いっぱいの
トラックでの長距離である。霧の中で立ち往生した
トラックの中の家畜たちの声がジャンの肉体的疲労
にかぶり、シーンを盛り上げている。

　ジャン・ギャバンは 1904 年 5 月 17 日出生、1976
年 11 月 15 日（72 歳）没のフランス映画俳優であり、
歌手としても活躍した。完全な二枚目ではないが、
一癖も二癖もあるならず者やお尋ね者を得意として
ギャング映画に数多く出演し、深みのある演技と渋
い容貌で絶大な人気を得た。私の印象に残っている
映画は、『望郷』（1937 年）『現金に手を出すな』（1954）

『地下室のメロディー』（1962 年）『暗黒街のふたり』
（1973 年）である。　　Ｓ．Ｎ

く認識していたに違いありません。彼は貧しい庶民
の生活を、誠実に暖かく描く伝統的なフランス映画
の流れを汲みつつも、しがない二人の哀切極まりな
い恋を厳しく描き切ることで、“古きよき” フランス
映画の挽歌としてこの作品を送り出したのではない
か、という気がします。
　半世紀以上前、私も口笛で一生懸命練習したこの
作品のテーマ曲の作曲は、ジョセフ・コスマ。彼は『枯
葉』『ロマンス』のほか、多数のシャンソンの作品で
有名ですが、映画音楽でもマルセル・カルネの『天
井桟敷の人々』、『愛人ジュリエット』、ジャン・ルノ
アールの『大いなる幻想』、『恋多き女』など、27 本
の映画音楽を手掛けています。恐らくその中で最も
有名なのが、本作品の主題歌でしょう。ちなみに、
咽び泣くような美しい旋律を生み出している楽器は、
真空管の発信音を利用して音を出す「オンド・マル
トノ」という電子楽器だそうです。
　この作品の後、ヌーヴェル・バーグの激しい嵐の
中に落ち込んで、目立たない存在だったヴェルヌイ
ユ監督でしたが、1963 年、ジャン・ギャバンとアラ
ン・ドロンを起用したフィルム・ノワール史に残る
名作『地下室のメロディー』で、ゴールデン・グロー
ブ外国映画賞を受賞しています。この作品は、シネマ・
ド・りぶらで、２年前に第７回上映会で上映しました。
　K.M.
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